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メッセージ  「アルファでありオメガであるお方」 
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お知らせ  〔司会者〕      『日曜学校卒業祝福式』 
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☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 
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☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔３/２１－/２８〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 申命 19-21 22-24 25-27 28 章 29-30 31-32 33-34/ﾖｼｭｱ 1 2-4 

新約 ルカ 1:57-80 2:1-21 :22-52 3:1-22 :23-4:30 :31-44 5:1-16 :17-39 

チェック ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ ○○○ ○○○ ○○○○ ○○○○ 



 

「17彼を見た時、私は死んだようになって彼の足もとに倒れました。けれども彼は、その右

の手を私の上に置いて言われました、『恐れてはならない。私は最初であり、最後である。
18そして、常に生きている者である〈私は永遠に生きている〉。私はかつて死んだけれども、

見よ、私はいつまでも生きている。そして私は死とハデス〈死者の世界〉のかぎを持ってい

る。19それゆえ、あなたは、あなたの見る事、すなわち今あるものとその意味、また今から

のち起こる事を、書きしるしなさい。」〔詳訳聖書〕 

 

ヨハネの黙示録は特別な書物です。全能の神が秘密にしていることを主を信じる者たち

に解き明かされた特別なメッセージです。語り方が旧約聖書のエゼキエル書にとてもよく似て

います。しかし、解き明かしているにも関わらず、その内容が具体的には分かりずらいこともあ

るので、無理に何かに当てはめて解釈しないようにした方が良い部分もあります。メッセージ

のすべてを明らかにしたわけではなく、分からなくてもよい部分はそのまま受け止めた方が良

い内容もあります。ただ、イエス様が私たちに伝えたかったことは、世の終わりは必ず来る。し

かし、その時をいたずらに不安な心で迎えるのではなく、喜びと感謝を持って迎えて欲しいと

願って語られました。これからの時代、信仰を持って生きていくことは難しい時代になっていき

ます。真面目に生きれば生きるほど、バカを見ているように感じてしまう時代となってきます。

しかし、どんな状況にあっても、私たちは神の子としての歩みを忠実に淡々と進めていくことが

大切です。ヨハネはこれからの信仰者に対して、そんな思いをもって、引き続き信仰に堅く立

って歩み続けて欲しい、その歩みには必ず大いなる報いがあることを伝えたかったのです。 

今朝の一章では、イエス様の本当の姿が象徴的に表現されています。ヨハネはそのお姿

を見た時にイエス様だとは分かりましたが、そのあまりにも恐れ多い姿に打たれて、ぶっ倒され

て死人のようになったと書かれています。主はそういう恐れ多いお方です。しかし、そのお方が

直接ヨハネを抱き起すかのようにして、右手をとって起されます。私たちも同様です。そんな

力強いお方が私たちのかたわらにいてくださいます。そして、私たちが打ちのめされて倒れてし

まうとき、主はその右の手をもって私たちを力づけ、立ち上がらせてくださるのです。そして、そ

の主の愛と恵みのメッセージを語るようにと励ましてくださるのです。 

「これらのことをあかしされるキリストがこう仰せられる。『そうです。わたしはもうすぐ来る。』

アーメン。主イエス様。すぐ来てください。主イエスの恵みがすべてのクリスチャンと共にあるよう

に。アーメン。」〔現代訳聖書２２章２０・２１節〕 主イエス様はやがてご再臨なさいます。そ

の時、喜んで主を迎える私たちでありたいと願っています！ 

「アルファでありオメガであるお方」 
～永遠に生きておられる主からのメッセージ～ 


